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睡眠 実験に よ る冷却枕 （冷却用 α ゲ ル ）の 効果
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Abstra〔t ：A 　sl　eep 　biology　experi 　inent 　was 　conduCted 　to　study 　the　effC）cts　of　using 　a　pi皿ow 　With　cxxoling 　．g う1　on

the　quality　of　sleep ，　te町 rerature 　and 　humidity　in　the　bed　clothhig 　in　an 　artiticial　climate 　chamber ．The　cooling

effed 　ofthe 　cooling ．−gel　pillow　was 　validated．
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要旨 ：冷却用 α ゲル が組み 込まれ た枕の使用が、目郵民に及ぼす効果、1郵民中の 寝具内の 温度、湿度に及ぼす影響

にっ い て、人工 気候室におい て 睡眠生理実験を行 っ た結果、冷却用 α ゲル 枕 の冷却効果を検証 で きた。
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　　　　　　　　　　 1．は じめに

　夏季の 熱帯夜は寝苦 しい。冷却用 α ゲル が組 み 込 まれた 枕の 使用

が、巨郵民に及ぼす 効果、目郵民中の 寝具内の温度、湿度に 及ぼす影響

につ い て、人工気候室 におい て睡眠 生理 寒験を行 っ た。睡眠深度を

評価す るた め に、脳波、眼球運動、筋電を測定 し、体内温．皮膚温．

寝 具内温度 ・湿 度、環境温 度 等 を測 定 し、睡眠 経過図 を作成 した

また、寝具内温度、霊顕 を測 定し．冷却用 α ゲル 枕の 冷却効果を検

証す るた めに、枕に組み込んだゲル 素材の 上下面温度の 測定を行っ

た．、

　　　　　　　　　　 2．方 法

1）測定方法

　敷 き寝具 は羊毛敷 きふ とん 、掛 け寝具は羽 毛肌掛けふ とん を使用

した．冷却用 a ゲル 枕を組み込む枕は、ポ リエ ス テ ル 枕を使用 し、

冷却 用 α ゲル の 有／無で 比較実験を行っ た．巨郵民時間は、午後 10

時に消灯 し、朝6 時起床 までの 8時間 と した。室内の 設 定温度は夏

期を想定 し、25 ℃ 土 2℃ とした。こ の 間、次 に 述べ る測定項 目を

連続測定 し、入床前 と起 床時に 睡 眠ア ン ケートを採取した，

2） 測定項目

2−1）脳波 ：脳 波、眼球運動、筋電図、呼吸数、脈拍数

2−2） 温度測 定 ：体 温 （直月尉岳）、皮 膚温 （手背、足背、

　 上腕、腹央、背央〉周囲温 度、敷きふ とん 上下面、掛け ふ とん 上

　 下面、枕、環境温 度 （室内垂直分布）

2−．3）温度 ・湿度測定

　敷 きふ とん上下面、掛けふ とん上 ド面、枕、室内、室 外、外気

3）測定対象

3−1）被験者 127 歳、男性、身長 177cm 、体重 66kg

3−2）寝具

　試料 1 ：羊毛敷きふ とん、羽毛掛けふ とん、冷却 α ゲル 付きポ リ

　 　 　 　エ ス テ ル 枕

　試料 2 ：羊毛敷きふ とん、羽毛掛け ふ とん、ポ リエ ス テ ル 枕

　　　　　　　　 3．結　果及び考　察

ユ〉睡眠 躑 皆3及 び 巨郵民躑 皆4

図 1−L1 −．2の 目郵民実験の 結果で は、冷却α ゲル 枕を使用

した方が、E郵民段階 3及 ひ鰯 1民段階 4の 積算比率 で 7．5 ％多くな

っ て い た謂 郵民深度表か ら、冷却 α ゲル を使用 した実験時に、当初

緊張 の た めに
一

時間 以上入眠出来ず にい たに も関わ らず、深 し睡 眠

が増えてい るこ とか ら、極め て良好な睡眠 が取れた もの と考え られ

る．．起末日勃 使用感につ い ての 申告は、冷却α ゲル 枕は 「冷た く感

じ、使用 感は 良好一との 評価で あっ たt．

表 1，睡眠試験結果

試験 Nα 試料名 睡眠深度 3 睡眠深度4 合計

1 ポ リエ ス テ ル 枕 8，5％ 12．1α％ 20．6（跳

2
冷却α ゲル 付き

ポ リエ ス テ ル 枕
14．4（跳 13B〔跳 28．2（恥
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2）枕温度の 比較

　冷却 α ゲル 枕を使用 した時 と冷却 α ゲル の 無い 枕を使用 した時

で、温度上昇 の 時間及び、下降の 時間に差が生 じた。冷却 α ゲル の

無い 枕を使用 した時は、温度上昇及 び、下降の 時 間は非常 に短 く急

激な変化を示して い た これに対 して、冷却 α ゲル 枕を使用 した時

は、温 度変化 に時間を要 し、緩やか に変化 して い るの が確認できる、

ま た 温度 もや や低めに推移 して い た。

　温度変化 の 回数に おい て は、冷却 a ゲル の 無い 枕では、合計 ユ 9

7回、冷却 α ゲル 枕では 145 回であ り、温度の変伺回数が、冷却

o ゲ ル 枕使用時 の 方が少な い こ とか ら、頭を動かす回数が少なか っ

た。また、寝返 り時の 温度変化の 経過日繝 の 相違か ら、冷却 α ゲル

枕に よ り、寝返 りの た び に、後頭部か ら多くの熱を奪っ て い る こ と

が検証で きた。

　　 　 未 使 用 　　 　　 　 　　 冷却 α ゲル 使用

図 1 ．、 睡 騰 ，鬘。度、の墾 一

3）寝具内温 度
・湿度

　寝具 内の 温度は、敷 き上 部、掛 け下部 ともに同様 の 変化 を示 しほ

とん ど差は認め られなか っ た謡鍍 は冷却 α ゲル 枕の 方が低L傾 向

で あっ 鵡 寝具内伽鍍 上昇につ い て は寝返り等に よる影響が大き

い と思 われ るが、枕の 冷却効果 も発汗に影響 してい る と考え られ る。

1） 「
枕の 表面温度」 の とお り、冷却 α ゲル 枕を使用 した時は、温

度変化の速度が遅く、温度がやや低めに推移 して い た。冶却 α ゲル

枕は熱容量が大きく、頭部の 熱を大量に吸収 し、寝返 りの たびに寝

室内へ 放熱する。結果 と して 後頭部か らの 効果的な放熱器の役割を

して い る と思われる。

2） 「睡眠深度 3 及び目郵民深度 4 の比較」 の とお り、冷却 a ゲル 枕

を使用 した時は、未使用時に比 べ 、目郵民深度 3 と目郵蜀桀度 4 の 出現

率が 7 ．5％増加 し、良好 な睡眠 が取れた．

3） 「寝具内の 温度 ・湿 度の 比較」の とお り、冷却α ゲル 枕を使用

した時は、寝具内研 鍍 が低く保たれ てお り、枕の 冷却効果が発 汗

に も影響 して い ると考え られ る。

4 ）冷却用 α ゲル 枕の 冷却効果を検証で きた、
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